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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人電気学会（IEEJ）及び一般財団

法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本

工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 C 62477-1：2017 
 

半導体電力変換システム及び装置に対する 

安全要求事項－第 1 部：一般事項 

Safety requirements for power electronic converter systems and equipment 

-Part 1: General 

 

序文 

この規格は，2012 年に第 1 版として発行された IEC 62477-1 及び Amendment 1（2016）を基とし，日本

の電源系統及び国内関連規格に合わせるため，技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。ただ

し，追補（amendment）については，編集し，一体とした。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，定格電圧が交流 1 000 V 以下又は直流 1 500 V 以下の半導体電力変換システム（PECS：power 

electronic converter system）及び装置，並びにそれらに用いられる半導体電力変換及び半導体電力開閉のた

めのコンポーネントについて規定する。電力変換を主目的として，それらに用いられる制御，保護，監視

及び計測の機器にも適用できる。 

注記 1 電気設備に関する技術基準を定める省令において，低圧は交流 600 V 以下，直流は 750 V 以

下と規定している。 

注記 2 JIS C 60364 規格群及び JIS Z 9290-4 を適用することを考慮することが望ましい。JIS C 60364

規格群以外の基準（“電気設備の技術基準の解釈”の第 3 条～第 217 条に従う在来電気設備規

定，以下，在来電気設備規定という。）を適用する設備に設置する PECS においては，その基

準との整合を考慮する必要がある。 

次の製品規格を作成するとき，この規格を引用規格として用いてもよい。 

－ 可変速駆動システム（PDS） 

－ 無停電電源装置及びシステム（UPS） 

－ 低電圧直流安定化電源 

PECS に対して製品規格がない場合，この規格は，その PECS に対して安全上の最小要求事項を規定す

る。 

この規格は，IEC Guide 104 に従って，太陽光発電，風力発電，潮力発電，波力発電，燃料電池又は類

似のエネルギー源による発電に用いる半導体電力変換システム及び装置に対する製品群安全規格に位置づ

けられる。 

IEC Guide 104 によれば，製品専門委員会が製品規格を作成する場合，適用できる基本安全規格及び／

又は製品群安全規格があるときは，製品専門委員会はそれらの規格を用いなければならない。 


